
「仕事と生活の調和」

少子高齢化・人口減少時代を迎えた現在、個人、企業や組織などを

含めた社会システムは、大きな転換期を迎えています。男性も女性も

あらゆる世代の人が、人生の段階に応じて自ら希望する「ライフスタ

イル」を選び、人生を豊かに生きるために「仕事の充実」と「仕事以外の

生活の充実」の好循環をもたらす社会づくりが求められています。

「ワーク・ライフ・バランス」
のこと、ご存知ですか？

ワーク・ライフ・バランスが実現すると…

○個人

仕事と家庭の両立ができ、自己研鎖や趣味のた

めの時間がとれるようになることで、充実した毎

日が過ごせるようになります。

また、子育てなどにも時間がとれるようになり

ますので、少子化対策としても期待されています。

○地域

余暇時間などの増加によって地域活動の参加者

が増加し言古発化します。また、人のつながりも

強くなり、地域の教育力向上も期待できます。

○企業・組織・団体

個人のさまざまなニーズ（希望や必要性）に対応

し、心身の健康が維持できる就業環境を提供する

ことで、憲欲や満足度を高めることにつながり、

優秀な人材を確保し定着させることができます。

また、従業員の満足度が向上し、仕事への憲欲

が高まることや、自ら能力の向上に努めること、

心身の疲労が蓄積されないことにより、生産性が

向上します。
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章

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

ー
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
は
、
は
じ
め
て
聞
く
方
が
ほ
、
と
ん
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
1
9
8
0
年
代
の
後
半
に
、
ワ
ー

キ
ン
グ
マ
ザ
ー
支
援
か
ら
拡
大
し
た
も
の
で
、

働
く
人
が
仕
事
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
、
私
生
活
で
や
り
た
い
こ
と
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
無
理
な

く
実
現
で
き
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
、
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
」
を
意
味
し
ま
す
。

一
般
に
、
「
仕
事
と
生
活
」
と
言
っ
た
場
合
、

「
仕
事
と
家
庭
」
あ
る
い
は
「
仕
事
と
子
育
て
」

と
と
ら
え
が
ち
な
の
で
す
が
、
こ
の
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
で
い
う
「
生
活
」
と

は
、
も
っ
と
広
い
意
味
が
あ
り
、
家
族
構
成
、

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
、
働
く
す
べ
て
の

人
の
「
仕
事
」
以
外
の
活
動
を
さ
し
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
労
働
人
口
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る
中
、

「
働
き
方
の
見
直
し
」
を
行
っ
て
、
心
身
と
も

に
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
は
、
社
会
全

体
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
、
非
常
に
重
要
な

事
項
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う

し
た
一
人
ひ
と
り
の
「
生
活
」
が
充
実
す
る
こ

と
は
、
地
域
や
企
業
に
と
っ
て
も
活
力
と
発

展
を
う
な
が
す
も
の
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

都
留
市
役
所
で
は
、
平
成
2
1
年
度
に
職
員

に
よ
る
「
都
留
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り
返
り
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？


